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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762　FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





　調布『憲法ひろば』は３月15日午後に「３月例会」を開催。市内外から77人の参加を得ました。冒頭で大野世話人（左写真）が「沖縄から松元記者においでいただくために今回は憲法９条を愛する烏山地域の会、ジューキOB会､土建・民商・年金者組合有志などの後援と市外の方々のご参加をいただいた」と感謝を述べてから、丸山世話人（右写真）の司会で進行しました。　 　（鈴木　彰記）
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　基地被害、騒音と人権蹂躙に接して暮らす住民の苦しみを共有し「住民の目線で基地の弊害をただし、日米安保を問う」。これが沖縄基地報道の軸足です。･･･｢琉球新報｣で基地担当を九年つとめ、現在は整理部で働く松元剛記者（上写真）が語る取材現場でのせめぎあいに、会場は固唾を飲みました。


　戦後六三年、施政権返還から三七年、過重な基地の負担を今も負わされている沖縄では、九五年の少女暴行事件以来十六人が米兵の性のはけ口として襲われ、爆音のもとで生まれる子どもは最初に｢怖い怖い｣と言うことばを覚えます。睡眠と健康を奪われ、故郷を追われ、一家離散する人びとも絶えません。九・一一同時多発テロの際は普天間基地ゲートで米憲兵が記者の額に銃口を突きつけ、カメラを奪い追い返す事件が起きましたが、これは有事の瞬間に軍事優先の牙が剥かれる現実を立証したものです。いま沖縄は、集団自決の歴史を否定する教科書検定を契機に戦後三度目の｢島ぐるみ闘争｣に立ち上がっていますが、検定問題は沖縄問題ではなく日本のあり方を問う問題です･･･静かな言葉が胸を打ちました。
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E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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　米軍ヘリの沖国大墜落事故（〇四年）の際の米軍による取材妨害と規制行動を記録した映像、昨十月の「教科書検定撤回要求県民集会」の模様を伝える「琉球新報」紙面（上写真）などを示しての松元記者のお話は参加者の感動をよび、「琉球新報」の奮闘への敬意込めた質疑応答が続きました。


　息子さんがヘリ墜落現場を目撃したという吉田さんは辺野古のＶ字滑走路の動向を質問。


　沖縄出身の外間さんは「六〇年代からの狙いを今アメリカは実行に移しているのではないか」と実感を披瀝。


　長さんは「沖縄密約」の他にも密約があるのではないか」、雨宮さんは「沖縄の基地面積は調布市の十倍、その密集度のイメージは？」などの問いかけをまじえて発言。


　田村さんは「生きるために涙を呑む現実を見て、その辛さを思った」と沖縄訪問の感想を述べながら質問しました。


　松元記者は一つずつ情報を深めながら、かつて沖縄経済の一四・七％を占めた基地関係収入がいま四・六％に減少していること、基地返還後十年かけて固定資産税収を八〇倍にでき、失業率も吸収できた経験も生まれていると、ソフトランディングの展望を語りました。　
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　憲法九条は、沖縄の軍事基地化と引き換えに保障されたが、今日の「日米軍事融合」と基地機能強化は九条を破壊する。沖縄からは憲法が見えます。･･･松元さんは日本国憲法を常に携えて仕事するそうです。九条を引き寄せ、沖縄と本土から危険を押し戻すために･･･











